
1  はじめにはじめにはじめにはじめに 3  仕様 仕様 仕様 仕様

スチーミックス・タンデム型ホース洗浄ユニットは、 ●入口口径 ：蒸気、給水共20A
蒸気と水を混合して温水を製造し、ホース洗浄

の目的に使用するものです。

正しく使用されませんと危険を伴ったり、機器や

配管を傷めたりすることがあります。 ●蒸気圧力と給水圧力は等圧が理想的ですが、

安全に永くご使用戴くために、この取扱い説明書    不等圧の場合は蒸気圧力が給水圧力を上回る

をお読み戴き、正しくご使用下さい。    条件でご使用下さい。

温度調整を頻繁に行う用途には不適です。    ただし、蒸気圧力：給水圧力＝蒸気圧力：給水圧力＝蒸気圧力：給水圧力＝蒸気圧力：給水圧力＝2 ：：：： 1 以内以内以内以内

また、製品（食品など）に直接触れる用途には

お勧めいたしません。

2  各部名称各部名称各部名称各部名称

① ⑦

② ⑧

③ ⑨

④ ⑩

⑤ ⑪

⑥ ⑫

●最高使用圧力：0.5MPa (蒸気、給水共）

●最低使用圧力：0.2MPa (蒸気、給水共）

●最高出湯温度：90℃

取付けブラケット(オプション）

スチームトラップ

ユニオン

レオナードスチーミックス・タンデム型レオナードスチーミックス・タンデム型レオナードスチーミックス・タンデム型レオナードスチーミックス・タンデム型

ホース洗浄ユニットホース洗浄ユニットホース洗浄ユニットホース洗浄ユニット

TXFT/TXSFT-203ALII
取付け並びに取扱い説明書取付け並びに取扱い説明書取付け並びに取扱い説明書取付け並びに取扱い説明書

●安全にご使用戴くために取付け前に必ずこの説明書をお読みください●安全にご使用戴くために取付け前に必ずこの説明書をお読みください●安全にご使用戴くために取付け前に必ずこの説明書をお読みください●安全にご使用戴くために取付け前に必ずこの説明書をお読みください

名　　　　　称 名　　　　　称
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Rada203ALIIミキシングバルブ

逆止弁

タンデムレバー

タンデムボールバルブ

ストレーナー

温度計

閉止弁

ホースニップル

フランジ



4  取付け取付け取付け取付け

① 蒸気の入口と給水の入口を確認して下さい。

標準は向かって左が蒸気、右が給水です。蒸気、

給水の入口を逆さに接続する場合は、注文時に

その旨お申し出ください。汽水逆接続仕様のもの

を供給致します。又、納入後、何らかの理由で汽

水を逆に接続する必要のある場合は、メーカー

にお申し出下さい。

② スチーミックスを取付ける際は、取付け壁面に対し

垂直に取付け、バックプレートをビスで固定し、

縦管バンドでL型継手部分あるいは配管を支持

して下さい。

専用取付けブラケットをご使用戴く場合は、右下の

図面のように取付けて下さい。

ホースステーション付ユニットTXFT-203ALII-HSUの

取付けは、ホースステーションの取付け穴４ヶ所で壁

面に固定して下さい。

③ 取付けに際しては、次の点にご留意ください。（図参照）

① 蒸気、給水とも所定の一定圧力で供給して下さい。

② 蒸気配管を主管から枝取する場合は、必ず上取り

    接続して下さい。

③ 蒸気管末ではドレンを抜いて下さい。

④ ドレンをドレン主管に戻す場合は、必ず上取り接続

    して下さい。

⑤ ユニットのスチームトラップから排出されるドレンを

    ドレン管に戻す場合は、スチームトラップの出口に

   逆止弁を取付けて下さい。

④ スチーミックスの本体と供給配管を無理に接続

すると、漏れの原因になります。無理なストレス

を本体にかけないように、フレキを使用する等

の配慮をお願いします。

⑤ 取付けが完了しましたら、運転に入る前にT型

ストレーナーのプラグを外し、フラッシングして

下さい。
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取付けブラケット



5555  操作操作操作操作

注意：蒸気配管は高温につき火傷にご注意ください。

出湯温度を下げる場合は、タンデムレバーを全閉にし、負荷のない状態で温調ノブを

時計回りに回してください。

出湯状態で高温から低温に一気に切り替えますと温調スピンドル等に負担がかかり

摩耗を早めます。

3



6666  メンテナンス メンテナンス メンテナンス メンテナンス
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● 6-1 Rada 203ALII ミキシングバルブミキシングバルブミキシングバルブミキシングバルブ
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● 6-2 Rada タンデムボールバルブタンデムボールバルブタンデムボールバルブタンデムボールバルブ

タンデムボールバルブのステム部分から漏れ始めましたら、ボンネットナットを漏れが止まるまで増し締め

して下さい。

このとき必要以上に強く締めすぎないよう注意して下さい。

多くの場合はこれで漏れは止まります。しかし、増し締めしても止まらない、もしくは締めシロがなくなった

場合は、次の方法いでステムパッキンを交換して下さい。

● 蒸気、給水の元バルブを閉じて下さい。

● ハンドルナット⑧を緩め、タンデムレバー

を外して下さい。

● ボンネットナット⑦を外して下さい。

● ステム⑥を引き抜いて下さい。

その際、タンデムレバーをもう一度ステム

⑥にセットし、これを持って引き抜くと簡単

に作業できます。

● パッキン類を全て交換して下さい。

尚、ステム⑥に損傷がなければ、ステム

パッキン⑩とカラー⑨の交換で事足ります。

ステムに損傷がある場合は、ステム⑥、

ステムパッキン⑩とカラー⑨を交換して

下さい。

● スラストワッシャー⑤を挿入し、元のように

ステムをボディー①に挿入して下さい。

その際、ステム先端の突起が、ボールの

嵌め合い部にはまるようにして下さい。

ステムを回転させ、ボールがうまく回転しているかどうかチェックして下さい。

● 最後に、ボンネットナット⑦を締め、タンデムレバーを元のように組み立てて下さい。

● ボールバルブを閉じても、蒸気あるいは水が完全に止まらない場合は、ボールバルブそのものを新替して

下さい。

No. No.

① ⑦

② ⑧

③ ⑨

④ ⑩

⑤ ⑪

⑥ ⑫

ハンドルナット

ステムパッキン

ハンドルワッシャ

エンドプラグ"O"リング

カラー

手　順

部  品  名

ボディー

エンドプラグ

ボール
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シート

スラストワッシャ

ステム

部  品  名

ボンネットナット



7777  部品表 部品表 部品表 部品表

部品を注文されるときは、下記の部品番号並びに部品名称を明示して下さい。
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8888  保証について 保証について 保証について 保証について
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